
奈
良
県
教
職
員
結
核
対
策
専
門
委
員
会
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
（
案
）

奈
良
県
教
職
員
結
核
対
策
専
門
委
員
会
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
六
月
奈
良
県
教
育
委
員
会
規
則
第

六
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
教
職
員
の
結
核
性
疾
患
に
関
す
る
取
扱
規
則
の
一
部
改
正
）

２

教
職
員
の
結
核
性
疾
患
に
関
す
る
取
扱
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
一
月
奈
良
県
教
育
委
員
会
規
則
第

二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
（
以
下
「
要
休
業
者
」
と
い
う
。
）
」
、
「
（
以
下
「
要
軽
業
者
」
と
い
う
。
）
」

及
び
「
（
以
下
「
要
注
意
者
」
と
い
う
。
）
」
を
削
る
。

第
七
条
を
削
る
。

第
八
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
九
条
の
見
出
し
を
「
（
健
康
診
断
書
の
提
出
）
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
を
第

八
条
と
す
る
。

第
十
条
を
削
る
。



規 則 名 理 由 要 旨

奈良県教職員結核対策専 奈良県教職員結核対策専 １ 奈良県教職員結核対策専門委員会規則の廃止

門委員会規則を廃止する規 門委員会の廃止に伴い、関 奈良県教職員結核対策専門委員会規則を廃止する。

則 係する規則の廃止及び所要 （本則関係）

の改正をしようとするもの ２ 施行期日等

である。 (1) 公布の日から施行する。

(2) 教職員の結核性疾患に関する取扱規則の一部改正

（改正附則関係）



奈
良
県
教
職
員
結
核
対
策
専
門
委
員
会
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
（
案
）

教
職
員
の
結
核
性
疾
患
に
関
す
る
取
扱
規
則
の
一
部
改
正
（
附
則
第
二
項
関
係
）

改

正

案

現

行

（
精
密
検
査
受
診
の
義
務
）

（
精
密
検
査
受
診
の
義
務
）

第
六
条

学
校
保
健
安
全
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三

第
六
条

学
校
保
健
安
全
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三

年
文
部
省
令
第
十
八
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定

年
文
部
省
令
第
十
八
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
Ａ
の
区
分
に
決
定
さ
れ
た
者
及
び
Ｂ
の
区

に
よ
り
、
Ａ
の
区
分
に
決
定
さ
れ
た
者
（
以
下
「
要

分
に
決
定
さ
れ
た
者
は
三
月
に
一
回
、
Ｃ
の
区
分
に

休
業
者
」
と
い
う
。
）
及
び
Ｂ
の
区
分
に
決
定
さ
れ

決
定
さ
れ
た
者
は
六
月
に
一
回
精
密
検
査
を
受
け
な

た
者
（
以
下
「
要
軽
業
者
」
と
い
う
。
）
は
三
月
に

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
回
、
Ｃ
の
区
分
に
決
定
さ
れ
た
者
（
以
下
「
要
注

意
者
」
と
い
う
。
）
は
六
月
に
一
回
精
密
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
専
門
委
員
会
へ
の
諮
問
）

第
七
条

県
教
育
委
員
会
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
に
は
奈
良
県
教
職
員
結
核
対
策
専

門
委
員
会
（
以
下
「
専
門
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に

諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

要
休
業
者
、
要
軽
業
者
又
は
要
注
意
者
と
決
定

し
よ
う
と
す
る
場
合

二

要
休
業
者
に
対
し
て
休
職
を
命
じ
よ
う
と
す
る

場
合

三

結
核
性
疾
患
に
よ
る
休
職
者
の
復
職
の
可
否
を

決
定
し
よ
う
と
す
る
場
合

第
七
条

略

第
八
条

略

（
健
康
診
断
書
の
提
出
）

（
専
門
委
員
会
へ
の
諮
問
）

第
八
条

略

第
九
条

略

２

略

２

略

３

県
教
育
委
員
会
は
、
前
項
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
健

康
診
断
書
に
よ
り
結
核
の
発
病
の
お
そ
れ
が
あ
る
と

認
め
る
者
に
つ
い
て
、
専
門
委
員
会
に
諮
問
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
専
門
委
員
会
の
答
申
）

第
十
条

専
門
委
員
会
は
、
次
の
区
分
に
よ
り
、
県
教



改

正

案

現

行

育
委
員
会
に
答
申
す
る
も
の
と
す
る
。

「
甲
」

健
康
で
あ
つ
て
就
業
に
適
す
る
者

「
乙
」

一
部
に
異
常
を
認
め
ら
れ
る
が
、
特
定
の

業
務
に
つ
い
て
は
就
業
に
支
障
が
な
い
者

「
丙
」

疾
病
異
常
を
認
め
て
就
業
に
適
し
な
い
者


	（議決1・教職）規則の廃止と一部改正に係る要旨、案、新旧対照表
	（議決1・教職）規則の廃止と一部改正に係る要旨、案、新旧対照表２
	（議決1・教職）規則の廃止と一部改正に係る要旨、案、新旧対照表３

